
インターネットは、いつでも好き「J時に、自分が欲しい情報を欲しいだけ

毒ることができるたいへん便利なツ…Jレです。しかし、その一方では、違法

情報。有害情報l=アクセスしたことが原因で:子どもたちが犯罪に書き込ま

織てしまうケースが多く発生しており、非常に大きな問題となつています。

こうした情報を掲載したサイトの中には、一見すると安全か、安全でない

字を判断することが難しいものもあります。そこで、子どもにとつて有害な

1轟報の間覧を制限することができる「フィルタリングJの利用をおすすめし

ます。

議会い系サイ トに関係した事件lc鑢ける児童の銀書の実態

懸出会い系サイトに関係した事件0被害児童数
出会い系サイトに関係した事件の被害児童数は、平成 14年以降、
一貫して年間1,000人を超えています。
平成 19年に出会い系サイトに関係した事件の被害者のうち
850/a(1,100人 )を児童が占めています。

轟携帯電話の「
lf用状況

出会い系サイトに関係した事件の被害児童の950/0以上

が出会い系サイトヘのアクセス手段として携帯電話を

利用していました。

饉ホワイトリスト方式

学習に役立つホームペニジなど、子どもにとって

安全で有益と思わねるホームページのリストを作り、

こ机らのホームページ以外のものを見せないように

する方式です。携帯電話の場合は、携帯電話事業者

による公式コンテンツにしか接続できません。

困ブラックリスト方式

「アダルト」、「暴力」、「出会い」などのカテゴリー

ことに、子どもに見せたくないホームページのリス

トを作り、こ組らのホームベージを見せないように

する方式です。通常、フィルタリング機能 ‐ソフト

を提供 販売する企業等がブラックリストを作成し
ています。
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饉ホワイトリスト方式

ホワイトリスト方式のメリットは、決めらねたホ

ームページしか閲覧できないため、違法な情報や有

害な情報を完全に遮断できることです。

従つて年少者の利用するフィルタリングとして適し

ています。

デメリットは、ホワイトリ

ストに掲載されていなければ、

有益な情報まで遮断してしま

うことです。

麗ブラックリスト方式

ブラックリスト方式のメリットは、ブラックリス

トを作成する企業等が、ホームページをチェックし

た上でブラックリストに掲載するかどうかを判断す

るため、無害な情報や有益な情報を遮断してしまう

可能性が少ないことです。

デメリットは、プラックリストに掲載さ組るまで

|よ、違法な情報や有害な情報でも閲覧できてしきう

ので、100%安心というわけではないことです。


